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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドキュメントの複数のバージョンの中からバージョンを選択する方法であって、前記ド
キュメントの識別子を少なくとも１つの通信ネットワークに接続された受信装置に入力す
るステップと、検索を開始して、特定されたドキュメントの複数のバージョンを前記受信
装置において受け取るステップと、を含み、
　前記ドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを前記受信装置内で受け取る
前ステップと、
　前記受信装置内に存在する複数の別個の評価モジュールにより受け取った各バージョン
を分析する後ステップであって、各モジュールは、前記受け取ったバージョンの所定の特
性のための決められた画像および／または音声品質判定基準の評価値を計算する、後ステ
ップと、
　前記評価モジュールの各々について、各画像および／または音声品質判定基準に従って
最良の評価値を有するバージョンの識別子を選択し、および前記バージョンの識別子を表
示するステップと、
　前記表示された識別子の１つを選択するためのコマンドを入力し、およびこの識別子に
関連したバージョンを再生するステップと、
を含み、
　受け取った各バージョンはその間に断片的な評価スコアが計算される同一期間の複数の
時間間隔に分離され、前記受け取ったバージョンのための評価スコアは前記断片的なスコ
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アの平均であり、関連した時間間隔が前記ドキュメントの重要な時点に対応している場合
、前記断片的な評価スコアは前記評価スコアの計算のためにより大きな重要度を得る、前
記方法。
【請求項２】
　その間に前記受信装置が前記検索の結果を待つタイムアウトステップを含み、前記後続
の分析ステップはタイムアウトの終了時にのみ開始し、続いて受け取ったバージョンは考
慮されない、請求項１に記載のドキュメントのバージョンを選択する方法。
【請求項３】
　各モジュールによって計算された評価値の合計を計算するステップと、単一のバージョ
ンを選択するステップであって、前記選択された単一のバージョンは、評価値の合計が最
大である、ステップと、を含む、請求項１又は２に記載のドキュメントのバージョンを選
択する方法。
【請求項４】
　前記評価値の合計の計算の間に、少なくともある評価値にはユーザーによって定義され
た値が乗算され、ある画像および／または音声品質判定基準にはより大きな重要度又はよ
り小さな重要度が割り当てられる、請求項３に記載のドキュメントのバージョンを選択す
る方法。
【請求項５】
　ドキュメントの識別子を入力する手段と、検索要求を少なくとも１つの通信ネットワー
クに送って特定されたドキュメントの複数のバージョンを受け取る手段と、を含む、ドキ
ュメントの複数のバージョンを見るための装置であって、
　前記特定されたドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを受け取る手段で
あって、前記検索要求の送出後に起動される、受け取る手段と、
　各々が受け取った各バージョンの所定の特性のための決められた画像および／または音
声品質判定基準の評価値を計算することを可能にする複数の別個の評価モジュールと、
　各画像および／または音声品質判定基準に従って最良の評価値を有するバージョンの識
別子を表示する手段と、
　モジュールにより選択されたバージョンの１つを選択し、および前記選択されたバージ
ョンの再生を開始することを可能にするコマンドを入力する手段と、
を含み、
　受け取った各バージョンはその間に断片的な評価スコアが計算される同一期間の複数の
時間間隔に分離され、評価モジュールの各々により計算される前記受け取ったバージョン
のための評価スコアは前記断片的なスコアの平均であり、関連した時間間隔が前記ドキュ
メントの重要な時点に対応している場合、前記断片的な評価スコアは前記評価スコアの計
算のためにより大きな重要度を得る、前記装置。
【請求項６】
　その間に前記装置が検索の結果を待つ期間を規定するタイマーを含み、前記複数の評価
モジュールがその期間の終了時にのみ起動され、その後に受け取ったバージョンは考慮さ
れない、請求項５に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置。
【請求項７】
　前記複数の評価モジュールは各モジュールによって計算された評価値の合計を計算し、
前記表示する手段は評価値の合計が最大であるバージョンの識別子を表示する、請求項５
又は６に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置。
【請求項８】
　前記評価値の合計の計算の間に、少なくともある評価値にはユーザーによって定義され
る値が乗算され、ある判定基準に対し、より大きな重要度又はより小さな重要度が割り当
てられる、請求項７に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は検索後に受取った複数のバージョンの中から視聴覚ドキュメントのバージョン
を選択する方法及びその方法を実現可能な装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日では、音声及び／又は映像コンテンツを受取るために多数の異なる手段が存在する
。最も単純なものは受信装置をネットワークに接続して所望のドキュメントの検索を要求
することである。ネットワークに一体化されたサーチエンジンによって、ドキュメント識
別子を受取り記憶容量を有する多数の端末への要求を開始することが可能になっている。
かかる要求はドキュメント識別子名を含み、端末はそのメモリ内で問題のドキュメントを
検索するためにそのメモリを分析する。もし存在しなければ、端末は単純な否定的な応答
でその要求に応答する。それに対して、もしそのドキュメントがその端末内でアクセス可
能であれば、その端末は前記のドキュメントを送出可能であることを示すことによって応
答する。ドキュメントを要求した端末はドキュメントをダウンロードすることが可能であ
ることを表す第１のメッセージを受取る。ユーザーはこの選択肢を確認するか又は確認し
ないかのどちらかを行う。
【０００３】
　ある種の端末はメモリ内で占有する空間又は使用された符号化ソフトウエア等のドキュ
メントについての追加情報を送出する。この情報に応じて、ユーザーはこのドキュメント
をダウンロードすることをまだ希望するか又はユーザーの端末はこのドキュメントを受取
って再生する様になされていないかの何れかを決定することができる。もし応答が否定的
であれば、ユーザーはユーザーの要求の中でドキュメントをより適切に指定するために新
しい要素を加えて第２の検索を開始することができる。
【０００４】
　通常、検索手続はネットワークがドキュメントを１回目に見つけたときに中断される。
要求している端末がドキュメントの要求を止めるまで他のサーチエンジンは検索要求を送
信する。次に、要求者の端末は特定された種々のドキュメントについての情報を含むメニ
ューを画面上に示す。ユーザーはドキュメントを選び、それを提供しているサイトに接続
し、前記サイトからそのドキュメントをダウンロードすることができる。
【０００５】
　ユーザーはユーザーの検索によって何が得られるかについて予め知ることはできない。
多数のドキュメントがユーザーの検索に対応し、ユーザーの端末の画面上に表示され得る
可能性もある。補足的な情報によってユーザーの選択を補助することができる。時々サー
バー側のサーチエンジンが種々のドキュメントに関連した補足的な情報の関連性に応じた
ランキングを提供する場合がある。従って、ユーザーは各ドキュメントの補足的な情報を
読むか、又は単にサーチエンジンによってユーザーに提案された第１の選択肢を選択する
かのどちらかを行うことができる。しかしながら、サーチエンジンによって選択肢が示さ
れても必ずしもユーザーが期待しているものに応じたものとはならない。
【０００６】
　ＳＥＥＱＰＯＤ社によって出願された特許文献１はネットワーク上に記録ドキュメント
の検索要求を送出可能なコンピュータについて記述している。その要求はキーワードに基
づいており、ドキュメントをタグ付けすることを可能にするものであり、従ってこれらの
ドキュメントは同様のものであり得る。受信装置は関連するキーワードに応じてダウンロ
ードされたドキュメントを評価し、判定基準に最も良く対応したドキュメントを選択する
。種々のドキュメントが「再生リスト」の形で表示される。この文献は要求されたドキュ
メントの単一のバージョンを受取るために要求を送信することを開示している。もし受取
ったバージョンの品質が良くなければ、同一の内容を受取る可能性をかかえつつ新たな要
求を開始する必要があり、ユーザーには不満が生じる。
【０００７】
　本発明はユーザーに同一のドキュメントの異なるバージョンを提示し、ユーザーがユー
ザーの品質判定基準に最も良く対応したバージョンを選択することを可能にする。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開公報第ＷＯ２００９／００３１２４
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明はドキュメントの複数のバージョンの中から１つのバージョンを選択する方法に
関し、少なくとも１つの通信ネットワークに接続された受信装置のレベルの前記ドキュメ
ントの識別子を入力するステップと、検索を開始して、識別されたドキュメントの複数の
バージョンを受信装置で受取るステップとを含み、
　前記ドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを受信装置内に受け取る前ス
テップと、
　受け取った各バージョンを受信装置内の複数の評価モジュールで分析する後ステップで
あって、各モジュールは決められた判定基準に従って受け取ったバージョンについての評
価値を計算する、後ステップと、
　評価モジュールの各々について、各判定基準に従って最良の評価値を有するバージョン
の識別子を選択し、前記バージョン識別子を表示するステップと、
　表示された識別子の１つを選択するためのコマンドを入力し、この識別子に関係したバ
ージョンを再生するステップとを含むことを特徴とする。
【００１０】
　このようにして、ユーザーはユーザーの受信装置によって評価されたある判定基準に最
も良く対応する所望のドキュメントのバージョンを迅速に認識し、このバージョンを容易
かつ迅速に選択することが可能になる。
【００１１】
　ーつの改良によれば、受信装置は検索の結果を得るためにある期間の間待つ。この方法
によって、遅いネットワーク又はブロードキャストネットワークから発するドキュメント
バージョンを受け取ることが可能である。他の改良によれば、分析ステップはタイムアウ
トの終了後にのみ開始し、その後に受け取ったバージョンは考慮されない。この方法によ
って、分析ステップはタイムアウトの終了時に１回のみ開始することができる。
【００１２】
　他の改良によれば、その構成は各モジュールによって計算された評価値の合計を計算す
るステップと単一のバージョンを選択するステップを含み、選択された単一のバージョン
はその評価値の合計が最大のものである。このようにして、受信装置はユーザーにユーザ
ーの受信装置が評価可能な判定基準の全てを最も良く満足するバージョンを提示すること
ができる。他の改良によれば、評価値の合計の計算の間、ある判定基準により大きな又は
より小さな重要度を割り当てるために、少なくともある評価値はユーザーによって定義さ
れた値で乗算される。このようにして、全ての判定基準を最も良く満足するバージョンを
ユーザーの選択に応じたものとすることができる。
【００１３】
　他の改良によれば、受け取ったバージョンは同一の時間長の複数の期間に分割され、そ
の中で断片的な評価スコアが計算される。受け取ったバージョンのための評価スコアは断
片的なスコアの平均である。このようにして、受け取ったバージョンの全体の時間長に亘
って公平な方法で評価が行われる。他の改良によれば、断片的な評価スコアは、もしそれ
に関係した時間間隔がドキュメントの重要な時点に対応していれば、全体的な評価スコア
の計算のためにより多くの重要度を獲得する。このようにして、評価はある時点の重要度
を考慮に入れる。
【００１４】
　他の改良によれば、ドキュメントのバージョンはブロードキャストネットワークから発
したものである。バージョンを受け取ることを可能にするパラメータは予め検索に応じて
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通信ネットワークから受け取られる。この方法で、ユーザー検索を開始することを可能に
したネットワークとは異なるネットワークから発するバージョンも受け取ることが可能で
ある。
【００１５】
　本発明はまた、ドキュメントの識別子を入力するための手段と、識別されたドキュメン
トの複数のバージョンを受け取るために少なくとも１つの通信ネットワークに検索要求を
送出する手段と、を含むドキュメントの複数のバージョンを見るための装置に関し、
　前記識別されたドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを受け取るための
手段であって、検索要求の送出後に起動される、前記受け取り手段と、
　各々が決められた判定基準に従って各受け取ったバージョンのための評価値を計算する
ことを可能にする複数の評価モジュールと、
　各判定基準に応じて最良の評価値を有するバージョンの識別子を表示する手段とを含み
、コマンドを入力する手段がモジュールによって選択されたバージョンの１つを選択し、
選択されたバージョンの再生を開始することを可能にすることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の他の特性及び利点は、添付図面の助けにより説明された発明の非限定的な例示
的実施形態の記述を通して明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】例示的な実施形態に従った、視聴覚ドキュメントを受け取って記録するシステム
のブロック図である。
【図２】検索を開始し、受け取ったドキュメントバージョンを評価する一連のステップを
示すフローチャートを表している。
【図３】前記モジュールの評価判定基準に従った評価モジュールによる最良のバージョン
の選択を示すスクリーンショットの例示的な描写である。
【図４】評価モジュールに保持された最良のバージョンを示すスクリーンショットの他の
例示的な描写である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　説明を容易にするために、本発明についてユーザーのマルチメディアドキュメントの検
索（記録、再生、他のユーザーへの送出、等）の枠組み内で以下に記述する。マルチメデ
ィアドキュメントという表現は識別子の助けによってダウンロードすることが可能な音響
及び／又は映像ドキュメントのどのようなものも指していることを理解すべきである。ド
キュメントは要求によってその一部分がダウンロード可能で、料金を支払った後に高解像
度で全体が送信される写真であってもよい。
【００１９】
　この例示的な実施形態によれば、発明を実現するための受信装置はコンピュータであっ
ても良いが、例えばインターネット等の双方向通信ネットワークに接続することによって
デジタルビデオデータを受信するために適切などのような受信装置も適当である。
【００２０】
　図１はマルチメディアドキュメントを受け取って記録することが可能な受信装置１のブ
ロック図である。もし受信装置１に表示手段が既に設けられていなければ、受信装置は表
示スクリーン２に表示信号を送出する。受信装置１はデータの送信のために高速デジタル
バス６を介して双方向通信回路５にリンクした中央装置３を有している。このバスによっ
て検索要求をリモートサーバーに送信して音響映像データを記憶するために受け取ること
が可能である。このネットワークは例えばインターネットである。音響及び／又は映像セ
クション又はパケットがデータメモリ９の既定の領域に格納される。メモリ９は通常、最
低でも８０ギガバイトの容量を有するハードディスクである。必要が有れば、情報は先ず
、解読回路によってユーザーの権利に応じて解読されてからメモリ９に格納される。受信
装置はまたテレビジョン画面２に送信される音響映像信号の生成のための音響／映像復号
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ロジック１０を含み、受信装置のためのオペレーティングソフトウエアと特定のアプリケ
ーションを含むメモリ１２を任意選択で含む。この例によれば、メモリ１２は"インテリ
ジェントサーチガイド”又は略号でＩＳＧと呼ばれる少なくとも１つのユーザーインター
フェースモジュールを含んでいる。図の明確さのため、メモリ１２は単一のブロックで表
されているが、同時にランダムメモリ、リードメモリ及びリプログラマブルな不揮発性メ
モリ（例えば「フラッシュ」タイプの）を含むことができる。
【００２１】
　受信装置１はまたリモートコントロール８の赤外線インターフェース７を含み、前記イ
ンターフェースはまたマイクロプロセッサ３にリンクしている。リモートコントロールに
は↑↓→及び←のナビゲーションキー、”Ｒｅｃｏｒｄ”キー及び”ＯＫ”確認キーが設
けられており、それぞれの機能については後に参照する。ナビゲーションキーの使用は本
発明をこのタイプのキーに限定するものではなく、表示されたリストの間を移動するため
に”Ｕｐ”及び”Ｄｏｗｎ”方向キー、又はマウスや他のポインティング手段を使用する
ことは完全に考えられる。
【００２２】
　しばしばＯＳＤ回路（オンスクリーンディスプレイを表す略語）と呼ばれるキャラクタ
ージェネレーター１１によって受信装置のパラメータ又は特定のアプリケーションに関す
るコマンドのメニューまたは画像（graphics）の生成が可能である。このキャラクタージ
ェネレーターによって生成された画像信号は受信手段４または表示スクリーン２にリンク
されたＳＣＡＲＴソケットに対するデジタルネットワークとのインターフェース５から発
する画像信号の１つに多重化される。
【００２３】
　任意選択的に、受信装置１はアンテナにリンクされ、アンテナはそれ自身、信号を復調
器に供給するチューナを含む受信手段４にリンクされ、受信されたデータは訂正回路によ
って訂正され、デマルチプレクサに送信される。デマルチプレクサは受信装置１によって
サポートされる種々のアプリケーションに応じて中央装置３によってプログラムされるあ
る数のフィルタを含む。フィルタは復調信号のパケットのヘッダーに存在する識別情報の
１項目に対応している。
【００２４】
　例示的な実施形態による本発明を実現するための主な要素を詳細に説明してきた後に、
ここでそれらの要素がどのように協働して動作するかについて説明する。
【００２５】
　図２は検索の実行及びＩＳＧモジュールによる結果の提示の主なステップを示している
。最初に（ステップ２.１）ユーザーがドキュメント識別子の名称を入力する。この名称
はドキュメントのタイトルであっても良いが、ドキュメントを明確に識別することが可能
な文字列であっても良い。例えば、ユーザーは”映画タイタニック”またはジェームスキ
ャメロン（JamesCameron）による大成功した映画　船の名称”の如く名称を入力すること
ができる。この入力はアルファベットキーボードによるか又はリモートコントロールを活
用して識別子の名称を構成する文字に対応するアイコンを選択することで行うことができ
る。
【００２６】
　ステップ２.２において、ユーザーは検索を開始し、ＩＳＧモジュールが次に入力され
た名称によって特定されるドキュメントのバージョンを求める要求をネットワークに送信
する。バージョンは検索要求で特定されたドキュメントとその内容が同様なマルチメディ
アコンテンツである。これらは一般的に特定されたドキュメントのより良いコピーか、よ
り悪いコピーである。次に、受信装置はそれ自身を応答待ち受けモードに構成する（ステ
ップ２.３）。
【００２７】
　第１の実施形態よれば、ステップ２.４において、受信装置は検索の結果を処理する前
に決められた時間のあいだ検索結果を待つ。ユーザーは構成メニューを介して受信装置が
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にブロードキャストネットワークから発するドキュメントを受け取ることが可能になる。
結果は完全なドキュメント、又はドキュメントのサイズを決められる部分、例えば３分間
の抜粋等で有り得る。ドキュメントの完全な分析のためには完全なドキュメントの受信が
好ましいが、ドキュメントのあるバージョンは有料であり、抜粋のみが入手可能であるこ
とから、常に可能であるとは限らない。
【００２８】
　タイムアウトが経過したとき、ＩＳＧモジュールが種々の分析モジュールを活用して結
果を分析する（ステップ２.５）。これらの分析モジュールは標準の判定基準に応じて各
ドキュメントのバージョンを評価する。これらのモジュールはダウンロード可能であり、
ＩＳＧモジュール内で更新され得るため、ＩＳＧモジュールを備えた各受信装置は受け取
ったドキュメントバージョンと同一の方法での評価が可能である。各モジュールは例えば
判定基準に応じてドキュメントのバージョンの品質を表す０から２０のスコアを送出する
。各評価モジュールそれ自身は知られており、例えば次のものを含む。
－画像の解像度（ＳＤ、ＨＤ等）を評価するモジュール
－不鮮明度を評価するモジュール
－ブロックノイズを評価するモジュール
－コントラストを評価するモジュール
－音声品質（ノイズの存在）をする評価するモジュール
－その他
【００２９】
　１つの改良によれば、スコアはモジュールに関連した判定基準に応じた劣化の時間を考
慮する。例えば音声品質判定基準を例にとれば、もし受け取ったバージョンの音声を伝送
するデータが１時間の長さのドキュメント内で５分間の間酷く劣化していれば、劣化は一
時的なものであり、受け取ったバージョンの最終的な評価スコアは全体としては肯定的に
なる。処理する１つの方法は受け取ったバージョンを同一の長さ、例えば１分、の時間間
隔に断片化することである。各時間間隔の間に断片的な評価スコアが計算される。受け取
ったバージョンの全体的な評価スコアは次に断片的なスコアの平均となる。全体的な評価
スコアを計算する式は
【００３０】
【数１】

【００３１】
ここで、ｑｉは断片Ａの断片的な評価スコア、
　Ｎは断片の総数、
　Ｑは全体的評価スコアである。
【００３２】
　前の改良に関係して、他の改良によれば、スコアは劣化が１つ又は２つ以上の間隔の間
に生じると言う事実を考慮したものであり、これらの間隔はドキュメントの理解または進
行のために重要である。重要な時点は例えばスポーツイベントでは突然のノイズの上昇の
３０秒前である。もし劣化がそのような時点で発生したとするとスコアは減少される。そ
の結果、全体的評価スコアを計算する式は
【００３３】
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【数２】

【００３４】
ここで、ｑｉは断片ｉについての断片的な評価スコアであり、ａｉはドキュメントの時間
間隔ｉの重要度値である。
【００３５】
　時点の重要度値は顕著性(saliency)マップの使用に基づくものとすることができる。顕
著性マップは画像上の欠陥の位置に応じて品質スコアを変ることを可能にする。例えば顔
の上に有る欠陥は背景或いは背景幕にあるものに比べてより厄介な影響を与える可能性が
ある。断片毎の品質スコアｑｉは空間的な顕著性を直接的に考慮したものとすることがで
きる。１つの変形例によれば、受け取ったバージョンは既に区分されており、サービス情
報が各区分の重要度値を提供する。この場合、ＩＳＧモジュールは全体的評価スコアを計
算するために各区分に関係する値を用いる。
【００３６】
　ステップ２.６において、ＩＳＧモジュールは各モジュールによって届けられたスコア
に応じて種々のドキュメントバージョンをランク付する。好ましい実施形態によれば、各
評価モジュールは最良のスコアで評価されたドキュメントを選択する。ステップ２.７に
おいて、ＩＳＧモジュールは評価モジュールによって提供されたスコアを画面上に示しつ
つ、モジュールによって選択された各ドキュメントの識別子を画面上に表示する。ユーザ
ーはこうして各評価判定基準に応じてユーザーに最も良く合ったドキュメントを選ぶこと
ができる。ステップ２.８において、ユーザーはドキュメントのバージョンを選択し、完
全にダウンロードされていればその再生が開始される。ドキュメントが完結していなけれ
ば、待ち時間及び任意選択的にはドキュメントのこのバージョンが可能になる時点を表す
メッセージが表示される。ドキュメントが記録のみのために選択された場合、ＩＳＧモジ
ュールは完全に記録される時点についてユーザーに警告する。
【００３７】
　１つの変形例によれば、新しいバージョンを受け取る度にＩＳＧモジュールは評価判定
基準に従ってランク付するために受け取った全てのバージョンを評価する。表示はこうし
て時間経過とともに更新されるため、ユーザーはコマンドを入力することで検索を手動で
停止しなければならない。この変形例は特にドキュメントのバージョンを未知の時点でブ
ロードキャストする責任のあるブロードキャストネットワークへの接続が可能であるとき
に役立つ。
【００３８】
　図３はドキュメントの種々の受け取ったバージョンの評価スコアを表示するＩＳＧソフ
トウエアによって生成されるスクリーンショットを示している。カーソル３.１によって
メニューの種々の要素を選択することが可能である。ユーザーは方向キー又はマウスなど
のポインティング手段を活用してカーソル３.１を動かす。メニューは要求されたキュメ
ントのタイトルや検索の実行の条件についての情報が表示されるトップバナー３.２を含
み、通常は時間と、検索が開始されたネットワーク或いは複数のネットワークに加えて、
見つかったバージョンの数が表示される。領域３.３が検索の結果を示す。各バージョン
はモジュールによって提供される評価スコアを関係付けて最高のスコアから始まる順序で
提示される。各バージョンは番号とそのソース、例えばそこからそのバージョンがダウン
ロードされたか又はダウンロードされ得るサイト、で特定される。バージョン“バージョ
ン１－ソース１”は画像解像度判定基準（ＳＤ、ＨＤ等）について評価が最良である。バ
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ージョン“バージョン２－ソース２”は不鮮明度判定基準について評価が最良である。バ
ージョン“バージョン３－ソース１”はブロックノイズ判定基準について評価が最良、即
ち含まれるデータの誤ったブロックが最も少ない。バージョン“バージョン１－ソース１
”はまたコントラスト判定基準について評価が最良であり、バージョン“バージョン４－
ソース４”は音声帯域品質判定基準について評価が最良である。５つのモジュールのどれ
からも最良の評価が無い最後の２つのバージョンはまた領域３.４内に表示されるアイコ
ンによってアクセス可能である。
【００３９】
　バージョンのこのような提示によってユーザーは評価判定基準の各々に応じた最良のバ
ージョンを直ちに確認することができる。次にユーザーは意向に最も良く対応したバージ
ョンを迅速に選択することができる。ユーザーは次に見たいと思うバージョンにカーソル
３.１を合わせ、キーボード又はリモートコントロールの“Ｅｎｔｅｒ”キーを押下する
ことでドキュメントのバージョンが再生され、フル画面で現れる。もしドキュメントが音
声タイプであれば、選択されたバージョンは直ちにスピーカで再生される。
【００４０】
　図４はＩＳＧソフトウエアによって生成され最良の評価スコアを有するドキュメントバ
ージョンを表示する他のスクリーンショットを示している。カーソル４.１によってメニ
ュの種々の要素を選択することができる。メニューは要求されたドキュメントのタイトル
が表示されるトップバナー４.２、及び検索の実行の条件を示す領域４.３を含む。６つの
バージョンが受信されているが、５つの評価モジュールしか無いためこのメニューからは
最大５つのバージョンがアクセス可能であることが示されている。領域４.４に検索の結
果が提示される。
【００４１】
　各評価モジュールは領域４.４においてアイコン又はキャプション（見出し）で表され
る。こうして５つの評価モジュールのリストは明らかであり、画像解像度、不鮮明度、ブ
ロックノイズ、コントラスト、音声品質の５つである。各モジュールに関連して図４は検
索によって見つかったバージョンの識別子及びそのバージョンをダウンロードすることが
可能又はダウンロードできたソースを含むフレームを提示している。領域４.６にはカー
ソル４.１の下に有るバージョンのビデオが表示され、ユーザーが”Ｅｎｔｅｒ”キーを
押下すれば、そのバージョンが再生されてフル画面で出現する。
【００４２】
　１つの改良例は全ての判定基準を考慮したときに最良のスコアを有する受け取ったバー
ジョンも提示することに関している。このドキュメントバージョンの識別子は領域４.５
内の右側に現れる。図４の場合、これは画像解像度及びコントラスト品質判定基準につい
て最良のバージョン“バージョン１－ソース１”である。
【００４３】
　単純な実施例によれば、各受け取ったバージョンについての評価スコアが加算され、最
良のバージョンは最も高い合計を有するバージョンである。このようにして,もしユーザ
ーが全ての結果を別々に検討する時間が無ければ、ユーザーは初期状態としてＩＳＧモジ
ュールが全体として最良であると考えるバージョンを選択することができる。
【００４４】
　前の改良例に関係した１つの改良例によれば、ユーザーはユーザーの好みを示すことに
よって各モジュールをパラメータ化することができる。ＩＳＧモジュールは次にユーザー
にとってのこの評価判定基準の重要度に応じた値を有する各評価スコアに係数を割り当て
る。評価スコアを合計している間、ＩＳＧモジュールは各スコアに係数を乗算する。モジ
ュールによって評価された判定基準がユーザーにとって重要であるほど係数が高くなる。
【００４５】
　図４に示されたものを例にとると、”最良の受け取ったバージョン”を決定するために
、ＩＳＧモジュールは受け取ったバージョンの各々について５つの評価モジュールによっ
て割り当てられたスコアを考慮に入れる。ユーザーは判定基準の好ましいリストを以下の
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ように順序つけた：
１番目:ブロックノイズ
２番目:不鮮明度の評価
３番目:画像解像度
４番目:音声品質
５番目:コントラスト
【００４６】
　この改良によれば、５つ評価判定基準がユーザーにより定義された順序で領域４.４に
提示される。
【００４７】
　この改良の主な利点はＩＳＧモジュールがこれらの５つのモジュールの各々によって生
成された各スコアに以下の係数:１.４、１.３、１.２、１.１及び１を関係付けることに
ある。
従って、バージョンの全体としての評価は以下のような合計となる。
合計＝（１.４×ブロックノイズを評価するスコア）＋
（１.３×不鮮明度を評価するスコア）＋
（１.２×画像解像度スコア）＋
（１.１×音声品質スコア）＋
コントラストを評価するスコア
【００４８】
　合計が最大であるバージョンは最良であると判断され、その識別子が領域４.５に現れ
る。
【００４９】
　１つの改良によれば、受信装置はその受信手段４を介して少なくとも１つのデジタルブ
ロードキャストネットワークにアクセスする。受信装置は次に、決められたチャネルで決
められた時間にブロードキャストされるドキュメントについての信号を発する情報を分析
する。端末は指定された時点でそのチャネルに接続し、ドキュメントの新しいバージョン
をダウンロードすることができる。
【００５０】
　当業者は本発明の応用の請求範囲の領域から外れることなく他の多数の個別の形に本発
明を変更することが可能である。特に、電子式受信装置は、ネットワークからのドキュメ
ントを受け取るための手段とその中にドキュメントをダウンロードすることができる記憶
メモリとを有するどのような装置であっても良い。
【００５１】
　その結果、本実施例は説明のためのものであると解釈されるべきであり、添付された請
求項の範囲で定義される領域において変更することが可能である。  
　本発明は以下の態様を含む。
（付記１）　
　ドキュメントの識別子を少なくとも１つの通信ネットワーク（６）に接続された受信装
置（１）に入力するステップ（２.１）と、検索を開始して、特定されたドキュメントの
複数のバージョンを受信装置において受取るステップ（２.２）と、を含むドキュメント
の複数のバージョンの中から１つのバージョンを選択する方法であって、
　前記ドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを受信装置（１）内に受け取
る前ステップ（２.３）と、
　受け取った各バージョンを受信装置（１）内に存在する複数の評価モジュールによる分
析する後ステップ（２.５）であって、各モジュールは決められた判定基準に従って受け
取ったバージョンについての評価値を計算する、後ステップ（２.５）と、
　評価モジュールの各々について、各判定基準に従って最良の評価値を有するバージョン
の識別子を選択し、前記バージョン識別子を表示する（２.７）ステップ（２.６）と、
　表示された識別子の１つを選択するためのコマンドを入力し、この識別子に関係したバ
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ージョンを再生するステップ（２.８）と、
を含む、前記方法。
（付記２）　
　その間に受信装置が検索の結果を待つタイムアウトステップを含み、後続の分析ステッ
プはタイムアウトの終了時にのみ開始し、続いて受け取ったバージョンは考慮されない、
付記１に記載のドキュメントのバージョンを選択する方法。
（付記３）　
　各モジュールによって計算された評価値の合計を計算するステップと、評価値の合計が
最大である単一のバージョンを選択するステップとを含む、付記１又は２に記載のドキュ
メントのバージョンを選択する方法。
（付記４）　
　評価値の合計の計算の間に、少なくともある評価値にはユーザーによって定義された値
が乗算され、ある判定基準にはより大きな重要度又はより小さな重要度が割り当てられる
、付記３に記載のドキュメントのバージョンを選択する方法。
（付記５）　
　各受け取ったバージョンはその間に断片的な評価スコアが計算される複数の同一時間長
の時間間隔に分離し、受け取ったバージョンのための評価スコアは断片的なスコアの平均
である、先行する付記の何れか１項に記載のドキュメントのバージョンを選択する方法。
（付記６）　
　関連した時間間隔がドキュメントの重要な時点に対応している場合、断片的な評価スコ
アは評価スコアの計算のためにより大きな重要度を得る、付記５に記載のドキュメントの
バージョンを選択する方法。
（付記７）　
　ドキュメントの識別子を入力する手段（７、８）と、検索要求を少なくとも１つの通信
ネットワークに送って特定されたドキュメントの複数のバージョンを受け取る手段（５）
と、を含むドキュメントの複数のバージョンを見るための装置（１）であって
　前記特定されたドキュメントの複数の少なくとも部分的なバージョンを受け取る手段（
５、４）であって、検索要求の送出後に起動される、前記受け取り手段（５,４）と、
　各々が決められた判定基準に従って各受け取ったバージョンのための評価値を計算する
ことを可能にする複数の評価モジュール（３、１２）と、
　各判定基準に従って最良の評価値を有するバージョンの識別子を表示する手段（３、１
２、１１、１２）を含み、コマンドを入力する手段（７、８）はモジュールにより選択さ
れたバージョンの１つを選択し、選択されたバージョンの再生を開始することを可能にす
る、前記装置。
（付記８）　
　その間に装置が検索の結果を待つ時間を規定するタイマーを含み、複数の評価モジュー
ル（３、１２）がその時間の終了時にのみ起動され、その後に受け取ったバージョンは考
慮されない、付記７に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置（１）。
（付記９）　
　複数の評価モジュール（３、１２）は各モジュールによって計算された評価値の合計を
計算し、表示手段（３、１２、１１、１２）は合計値が最大であるバージョンの識別子を
表示する、付記７又は８に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置（１
）。
（付記１０）　
　評価値の合計の計算の間に、少なくともある評価値にはユーザーによって定義される値
が乗算され、ある判定基準により大きな重要度又はより小さな重要度が割り当てられる、
付記９に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置（１）。
（付記１１）　
　受け取ったバージョンの各々はその中で断片的な評価スコアが計算される同一の時間長
の複数の時間間隔に分離し、評価モジュール（３、１２）の各々により計算される受け取
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ったバージョンための評価スコアは断片的なスコアの平均である、付記７から１０のいず
れか１項に記載のドキュメントの複数のバージョンを見るための装置（１）。
（付記１２）　
　断片的な評価スコアは、関連した時間間隔がドキュメントの重要な時点に対応している
場合、評価スコアの計算のためにより大きな重要度を得る、付記１１に記載のドキュメン
トの複数のバージョンを見るための装置（１）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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